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微力だけど無力ではない」          校長 峰   薫  

 高校生１万人署名活動の合言葉であり、何代にも

渡って高校生平和大使が語り続けてきた「微力だけ

ど無力ではない」という言葉。高校生の言葉は、今

や世界中の人々が知る言葉となり、多くの人を支え

る言葉となりました。平和活動、核廃絶活動に取り

組む人たちだけでなく、地域活性化の活動でも、生

徒会活動や委員会活動でも、さまざまな場面で耳に

します。それはもちろん高校生１万人署名活動に取

り組んできた歴代の高校生の頑張りによるものです

が、同時に、時代が求めていた言葉だったからでも

あると思うのです。 

 地震や豪雨などの自然災害による被害、原発事故

などでの被害、ロシアのウクライナ侵攻、世界的な

食糧危機、新型コロナウイルスのパンデミックと、

人間の卑小さを感じさせる出来事が続いています。

私たちが努力しても、何も変えられないのではない

か、誰も救えないのではないか、幸せな未来を期待

するだけ無駄ではないか・・・という無力感。いじ

めやドメスティックバイオレンス、ハラスメント、

ヤングケアラーについても同じです｡被害者も周囲

の人も解決の糸口がなかなか見つからず、つらい時

間が過ぎることがあります。 

 ウィーンで開催された核兵器禁止条約締結国会議

で、長崎市の田上市長は、「現在、核兵器のない世

界への道は険しさを増していますが、このように混

沌（こんとん）とし、道を見失ってしまいそうな時

こそ、『今と未来に生きる人間を守りたい』と強く

願い、心の奥底に閉じ込めておきたい記憶をこじ開

け語り続けた、被爆者の声を思い起こし、勇気にか

えてください」とスピーチしました。 

 これは原爆被害だけに当てはまることではない

と、私は感じました。心の奥底に閉じ込めておきた

いつらい記憶を被害者が語るとき、被害者の声を聞

いた私たちが勇気を持って行動しなければならない

ということです。また、被害者にとっても、過去の

自分を直接救うことはできないかもしれませんが、

声を上げることで『今と未来を救うことはできる』

ということなのだと思います。              

 「微力だけど無力ではない」と感じることができ

るのは、きっと随分後になってからだと思います

が、どのようなことにも、賛同して後に続いてくれ

る人がいるということは確かです。ですから、「無

力ではない」と信じることができるかどうか、大人

たちが子どもたちに「無力ではない」と信じさせら

れるかどうかが重要なのだと思います。 

校 長 室 か ら 

公 開 授 業 研 究 会 

 ６月１５日（水）、公開授業研究会を行いました。中学校や高校の

先生方１０名も参観する中、大浦

教諭による１年音楽選択クラスの

「器楽・ギター『ソナタK.331によ

るギター二重奏』」の授業、授業

研究、麻布教育研究所の永島孝嗣

先生による講演を行いました。次

回は１２月８日（木）です。 

生 徒 総 会 

 ６月１６日（木）、全校生徒に

よる生徒総会を行いました。生徒

会長の坂本さんの挨拶に始まり、

執行部から今年度の活動方針や予

算案などの提案、そして学級から

の学校への要望と続きました。生

徒会が主体的に企画運営を行いま

した。 

平戸市企業説明会 

 ６月２０日（月）に、平戸市企業説明会を本

校体育館で行いました。平戸市を拠点とする企

業２０社が来校し、２・３年生合計４４名が、

約２時間の中で、希望する会社３社の説明を聞

きました。  



７月  

   9日(土) 対外模試(2・3年) 

 11日(月) 授業研究会(保体) 

 13日(水)～15日(金)  職場体験(2年) 

 14日(木)～16日(土) ３年学年旅行                   

 19日(火) クラスマッチ 

 20日(火) 第1学期終業式 

 21日(水)～ 三者面談(1・3年) 

 26日(火)～27日(水) 介護実習(3年) 

８月 

 3日(水) 登校日 

 4日(木) オープンスクール        

   9日(月) 平和学習 

 10日(水)～15日(月) 学校閉庁日 

７・８月の主な行事予定 

長崎県高等学校総合体育大会結果 
長崎県高等学校総合体育大会の開会式が、６月３日（金）に佐世保市総合グラウンド陸上競技場で行われ、

本校生徒は見事な行進をしました。大会は、６月４日（土）から６月８日（水）（本校関連）にかけて開催さ

れ、「挑め！ 熱き仲間と 頂点へ」という大会スローガンのもと、平戸高校の選手は、これまでの練習の成

果を発揮し全力で試合に臨みました。 

バスケットボール部 

 1回戦  対 長崎北陽台 27－139  敗 

サッカー部 

１回戦  対 長崎日大   ０－13  敗 

ソフトテニス部 

＜団体戦＞ 

 １回戦  対 五  島     2－1  勝 

 ２回戦  対 壱  岐   2－1  勝 

 ３回戦  対 島原商業   1－2  敗 

             （団体戦 ベスト16） 

 

ソフトテニス部 

＜個人戦＞ 

 １回戦  

  井手口・井上ペア  対 北松農  ４－０ 勝 

  下門・松山ペア   対 佐 工  １－４ 敗 

  松尾・坂本ペア   対 大 崎  ４－１ 勝 

  永澤里・日高ペア  対 長崎北  ０－４ 敗 

  永澤佳・里崎ペア  対 島原農  ４－０ 勝 

 ２回戦 

  井手口・井上ペア  対 長崎女  ４－３ 勝 

  松尾・坂本ペア   対 諫早商  ４－２ 勝 

  永澤佳・里崎ペア  対 諫 早  ４－０ 勝 

 ３回戦   

  井手口・井上ペア  対 長崎西  ４－１ 勝 

  松尾・坂本ペア   対 長崎商  ３－４ 敗 

  永澤佳・里崎ペア  対 長崎商  ２－４ 敗 

 ４回戦 

  井手口・井上ペア  対 長崎商  ０－４ 敗 

（ベスト３２） 


